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令和７年 4月４日 

新潟市立新潟小学校 

令和７年度 校内研究計画 ver.1 

                                     個別最適な学び部 

１ 研究主題 

 

２ 研究主題設定の意図 

（１）教育目標から 

生成 AIの台頭、ビッグデータ、Internet of things（IoT）、ロボティクス等の先端技術の高度化し 

ている。あらゆる産業や社会生活に取り入れられた Society5.0時代が到来しつつあると言える。社会 

の在り方そのものがこれまでとは「非連続」と言えるほど劇的に変わる状況が生じてきている。このよ 

うな潮流の中、子どもたち一人一人が、自己実現を果たし、社会の一員として活躍していくために必要 

な力の基礎を育むため、約 50年ぶりに教育目標の見直しを図った。 

見直しに当たっては、社会の要請、児童の実態、保護者アンケート結果等に基づき、児童に求める資 

質・能力を洗い出した。そして、その資質・能力を「挑む力」「やり抜く力」「認め合う心」「支え合う心」 

の４つに整理し、教育目標「たくましく 美しく」を掲げた。４つの資質・能力は、三つの柱である学 

びに向かう力・人間性等に位置付けられる。三つの柱の中でもとりわけ、学びに向かう力・人間性等に 

重点を置いて教育活動を推進していくことが掲げられている。 

 

（２）昨年度研究から 

 昨年度研究は、二期に分けて実施した。研究第一期は、日本生活科総合的学習教育学会に向けて生 

活科と総合的な学習の時間の実践に重点を置いた。研究第二期は、各教科等において個別最適な学び 

に重点を置いた単元づくり・授業づくりを行った。１月と２月の研究全体会及び教職員のアンケート 

を踏まえると、二年次研究において全校体制で取り組んでいくべき内容が見えてきた。それは、子ど 

もが「どのような学び方をしたら、何が分かったのか（できたのか）」を自覚することが必要であると 

いうことだ。学習過程における自分の成長を自覚した子どもは、他の目的や場面でも同じように学ぶ 

ようになっていく。具体的な研究内容及び方法については後述する（昨年度研究の成果と課題につい 

ては別紙１参照） 

 

（３）児童の実態から 

昨年度研究において、子どもたちは次のような姿で学んでいた。 

 

 

 

 

   

上述のような「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿が教育活動の中で随所に見られる。職員研

修において、上述の姿を言語化し、見取ることができるレベルで共有を図り続けてきた。また、実際

挑み、やり抜き、認め・支え合う子ども（２年次） 
～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指して～ 

５年生：体育  
 体育のボール運動では、チー
ムの課題を見付けて、さらによ
いプレーにつないでいこうと
工夫して練習する姿 
 

【やり抜く】 

４年生：総合 
総合でロイロノートの提出箱
を活用して、友達の意見を分析
（他者参照）して、同じ考え、
優れた考え、質問したい考えに
分類し、相互交流していた姿 

【認め・支え合う】 

１年生：国語 
 国語の学習で、物語を読み深
めていくとき、自分に合った読
み方を自ら選択した上で、設定
された時間いっぱい集中して
教材に向き合う姿 

【挑む】 
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の教育活動において「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿を引き出そうと全職員で取り組んでき

た。昨年度の取組によって当校の子どもは確実に教育目標に近付いている。二年次研究では、子ども

自身が「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」ことの意味や価値を自覚するところまで目指したい。

なぜなら、学びに向かう力、人間性等は、充実感や達成感などのポジティブな感情と結び付くことで

「またやってみよう、いつでもやってみよう」と安定するからである。学びに向かう力、人間性等の

涵養は、教師の高度な指導性と子どもの自覚の両輪によって成立する。 

 

教育目標や昨年度研究の成果と課題、児童の実態を踏まえて、今年度も、目指す姿を「挑み・やり 

抜き、認め・支え合う子ども」とし、２年次研究を進めていく。 

 

３ 研究構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 研究内容 

（０）はじめに 

 ◎教師の学びと子どもの学びは相似形  

 ２年次研究を進めるうえで大切にしたい言葉である。子どもは、これまでの知識や技能、経験を基に 

して、成し遂げたい目標を達成したりや解決したい課題を解決したりしていく。成し遂げたい目標や課 

題に向き合う子どもの心の中は「ワクワク」の連続である。教師も同じではないだろうか。教育目標の 

具現に向けて、自分の専門教科を中核として授業観と子ども観を更新していく毎日の方が「ワクワク」 

するに違いない。二年次研究では、子どもと教師が「ワクワク」する研究を進めていく。 

【学校教育目標】 たくましく 美しく（長期目標） 
目指す子どもの姿 

地域（身の回り）のひと・もの・ことやつながり〈多様性〉〈連携性〉〈地域性〉を追究する過程で、 
自分が成し遂げたい目標や解決したい課題をもち〈挑む〉、 
目的達成・課題解決までの過程を見通し、対象や方法を選択・調整しながら、最後までやり遂げようとし 
〈やり抜く〉、 
他者の立場に立って、他者の考えや行動を認め合いながら学びを進めていく子ども〈認め・支え合う〉 

【教育課程全体で育成する資質・能力】（短期目標） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

【思考力・判断力・表現力等】 
【課題設定・情報収集】 
成し遂げたい目標や解決したい課題を見付け、他者

と共有しながら学びを計画し、具体的な活動や体験を
通して必要な情報を集める力 
【整理・分析】 
 比較したり、分類したり、関連付けたりしながら、
情報を整理し、新たな考えを見出す力 
【まとめ・表現】 
 自分の伝えたいことを明確にし、目的や相手に応じ
て、効果的な方法を工夫しながら伝える力 

【学びに向かう力、人間性等】（重点化する資質・能力） 

【挑む】 

自分たちの力で成し遂げたい目標や解決したい課題をもち、その実現に向けて粘り強く取り組もうとする態度 

【やり抜く】 

 目的達成・課題解決までの過程を見通し、対象や方法を選択・調整しながら、最後までやり遂げる態度 

【認め・支え合う】  

他者の立場に立ち、他者の考えや行動を認め合いながら学びを進めようとする態度 
 

【知識・技能】 
【多様性】 
社会に存在する「ひと」「もの」「こと」は、それぞれ

の対象ならではの特徴があること 
【連携性】 
 社会に存在する「ひと」「もの」「こと」は、関わりの
中で形成されたり、存在したりしていること 
【地域性】 
 人々が関わり合いながら安定的に地域社会が成り立
つようにするための「ひと」「もの」「こと」が存在し
ていること 

※「ESDの７つの能力・態度、６つの視点」「ビッグ・ファイブ理論」を基に作成 
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 ◎子どもは有能な学び手 

 元文部科学省主任視学官の嶋野は、著書の中で次のように述べている。 

 

 

 

 前述の授業観と子ども観の更新につながる言葉である。これまでの一斉授業と同じように、教師の指 

導性を発揮して、子どもを教え導く場面は存在する。これまでの一斉指導も大切にしつつ、これまで以 

上に子ども一人一人の学びの状況を把握し、適切に支援していく授業を増やしていきたい。それが、「挑 

む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿を涵養していくことにつながると考える。 

 前述の２つを全職員で大切にしながら研究を進めていきたい。 

 

 

 

 

 

 

（１）研究構造図（P２に掲載）と研究内容①、②の関係 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小単元１ 小単元２ 小単元３ 

   

小単元づくりで意識する３つの場面 
Ⅰ 子どもが本気になる課題の設定（挑む） 
Ⅱ 自己選択・自己決定の場面設定 

（やり抜く） 
Ⅲ 互いの考えを伝え合う対話場面の設定 

（認め・支え合う） 

※三つの場面は順序性を示すものではない。教科や単 

元によってⅠとⅢを繰り返したり、Ⅲの場面設定が 

必要なかったりすることもある。令和７年度研究の 

研究授業では、ⅠかⅡの場面設定を必ず行う。 

 

４５分授業の設計 
導入：本時で取り組むことを自覚し、学習方法を自 

己決定する（挑む） 
展開：自分が決めた学習方法で目標達成、課題解決 

に向けて取り組む（やり抜く） 
終末：振り返り（自分の成長を自覚する） 
 
※発達段階や教科特性により、導入と展開の内容は異な 
る。大事にしたいのは、一人一人の子どもの「挑む」「や 

り抜く」「認め・支え合う」姿を引き出すことができる 
環境を整えることだ。公開場面における教師は、一人 
一人の子どもの状況を把握し、適切に支援することが 

主な役割となる。 

令和７年度 二年次研究 研究内容 

① 研究教科において重点単元を設定し、個別最適な学びと協働的な学びの一体的充実を意図した単元

を構想し、実践すること（研究教科は、各自で設定） 

② 子どもの「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿を引き出し、自覚を促す授業を繰り返すこと 

 子どもは本質的に知的好奇心に富み，意欲的で能動的であり，有能な学び手である。内に様々なよさや
可能性を秘め，それらを発揮し，よりよく生きたい，向上したいと願っている存在である。こうした子
ども観は，他から説明されただけでは身に付きにくい。教師自らが愛情をもって子どもに接し，子ども
の世界に驚嘆するなどして確かなものになる。 

課題設定 情報収集 整理・分析 まとめ・表現 課 

題 

解 

決 

目 

標 

達 

成 

Ａ 

Ｂ Ｃ 

資質・能力を育成する学習過程（A）と小単元づくりで意識する４つの場面（B）と４５分授業の設計（C）の関係性について 

課 情 整 まとめ 

※この４つのプロセスは小単元で 1サイクルします 
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（２）単元づくり 

① 研究教科において重点単元を設定し、単元構想力を高めること 

①計画 

    重点単元とは、涵養を目指す学びに向かう力・人間性等の発揮が最も期待できる単元のことを意

味する。年間指導計画に、〈挑む〉〈やり抜く〉〈認め・支え合う〉を書き込み、P３で示した研究構

造図の関係性を意識して単元を構想していく。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

    なお、研究教科については各個人で設定する。生活科と総合的な学習の時間については、今年度 

も学年で構想して実践する。一人一実践や研究授業、目指す子どもの姿を具現するために重要なと 

ころである。 

生活科と総合的な学習の時間は、〈挑む〉〈やり抜く〉〈認め・支え合う〉の三つを記載する。その 

他の教科等においては、〈挑む〉〈やり抜く〉〈認め・支え合う〉のうち一つ以上を記載する。 

 

②実践と修正 

 ４月段階で計画した単元について実践を行う。夏休みまでに研究構造図を意識した授業を実施し 

たり、参観したりした経験を踏まえ、悩みや難しさも含めて共有する。（大研授業、一人一実践、 

日々の授業実践） 

 

（４）授業づくり 

② 子どもの「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿を引き出し、自覚を促す授業を繰り返すこと 

①計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈挑む〉〈やり抜く〉〈認め・支え合う〉 

〈やり抜く〉 

〈認め・支え合う〉 

Ａ：資質・能力を育成する学習過程 
→課題設定、情報収集、整理・分析、まとめ・表現という探究のサイクルである。子ども自身が、課題解決や目標達成をゴールとしたと

き、「今、自分はどこにいて、課題解決や目標達成のために何が必要なのか」「どのような学び方をしたら、何が分かったのか（できたの
か）」を自覚できるようにしたい。そのために、４月から☆の内容を意識し、学年で情報を共有しながら始めてほしい。 
 

B：小単元づくりで意識する３つの場面 
→「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿を引き出すための枠組 
みと捉えてほしい。 

 令和７年度研究の研究授業では、ⅠかⅡの場面設定を必ず行う。 

 

C：４５分授業の設計 
→教師の指示や発問を前提として授業を設計するのではなく、子 
ども一人一人が４５分の授業で何をしたいと考え、どのように 

学んでいるのかを見取って関わっていく。したがって、指導案 
の形式や参観の仕方も従来と異なる。詳細は後日示す。 

☆子どもが学びの計画を立てて、実行すること 

例）１：「子どもと一緒に学習過程を決める」   ２：「一人一人の子どもに学習過程の決定を委ねる」 

 

☆子どもが自分の学びを振り返ること 
スプレッドシートで一人一人の学びを可視化し、共有すること（※発達段階に応じて、ワークシート等のポートフォリオでも可） 

 

資質・能力の発揮 

資質・能力の自覚 
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②評価と分析 

本時においては、振り返りの子どもの記述や授業中の発言から子どもの姿を評価する。想定した 

姿を見取ることができる評価方法を考える。子どもの姿を分析した結果、「何が有効だったのか」 

「改善点は何か」をまとめて、提出する。フォーマットは後日、提案する。 

 

（５）研究を支える取組 

    「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」という課題解決の過程において発揮される姿を涵養して 

いくためには、子ども自身がどのような状況のときに何を使うといいのか（どうするといいのか） 

を自覚している必要がある。そのために、本年度は研究を支える取組を共有して進めていく。 

① 情報スキル目標体系表を基に学習方法を自学級化していく 

 

 
 

② 学びの可視化 

   

 

 
 

③ 学びの軌跡の掲示 

 

 
 

④ 学年会で「子どものすてき紹介タイム」の実施 

 

 

 

 

 

 

 

５ 研究の運営 

（１）研究組織  
  

 

 

 

 

（２）授業研究 

・大研授業研究及び研究会授業に向けた検討は、「チーム学年」を基本とする。一人一実践は別。 

 ・チーム学年（研究主任、副任を含む）で指導案の検討を行う。これをもとに、職員全体での指導案

検討を行い、授業研究を行う。指導案の形式は後日提案する。 

・大研では、チーム学年で他学級での事前実践を踏まえて臨む。指導案検討も含め、授業者に過度の

負担にならないよう「チーム学年」で取り組むこととする。６月中、９月８日、１０月下旬の３回

の実施を計画中である。 

校長 教頭 

個別最適な 
学び部 

（各学年） 研究主任 教務 

泰山先生 
(チーム学年) 

・１学年部 
・２学年部 
・３学年部 

・４学年部 
・５学年部 
・６学年部 

指導・助言 

市教委 

学校運営協議会 

家庭・地域 

堀田先生 田村先生  

情報スキル目標体系表を作成した。（別紙２）この力を育成するために、何ができるのかを考え
て実行していただきたい。そして、必要に応じて子どもが選択しやすいように掲示物を作成するな
どしてほしい。個別最適な学び部で時期を見て集約し、職員に紹介する。 
 

スプレッドシートを活用し、一人一人の学びを可視化し、共有できるシステムを構築していく。
子どもに「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿の自覚を促す。そして、「挑む」「やり抜く」
「認め・支え合う」ことの意味や価値を実感し、「いつでもやってみよう」などと安定して資質・
能力を発揮する姿を期待する。 
 

自分の研究教科の時間の掲示物を全校で統一して貼っていく。フォーマットをパワーポイントの 
データで配信する。そこに、子どもの写真や板書の写真を掲載する。学びの軌跡を残していく。 
 

子どもが発揮した学びに向かう力、人間性等を見取り、言語化する取組である。課題解決や目標
達成までの過程において、子どもが自然と「挑む」「やり抜く」「認め・支え合う」姿を自覚するこ
とは難しい。子どもが自覚するには意図的・計画的・組織的な取組が必要である。その一つが、②
の取組にある学びの可視化である。もう一つが④の取組である。子どもと関わりながら過ごす教師
が見付けた「子どもがすごいと感じた場面」「子どもの姿に驚いた（感心した）場面」を学年会で
話してほしい。10分程度で毎週実施することにより、子どもを見取る力の更なる向上を目指す。見
取る力が向上することにより、今までよりもたくさん褒めることができるようになる。子どもにと
って身近な人からの称賛は、学びに向かう力、人間性等の涵養に欠かせない。 
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・授業後に研究主任や学年の個別最適な学び部員が成果・課題をまとめ、研究だよりとして発行する。 

   ・１２月５日の研究会は、３本の授業公開を考えている。授業者については、管理職や個別最適な学 

び部で検討し、決定する。 

   ・一人一実践のグループは、学年のバランスを考えて提案する。授業検討及び授業参観、協議会も行 

    う。授業参観をする際は、級外職員や学年でサポートできる体制をつくる。なお、研究主任か副任 

が全ての授業を参観し、研究だよりとしてまとめる。 

〈研究授業のスケジュール〉 

 

 

 

 

 

 

 

（３）年間指導計画及び単元計画 

  ①年間指導計画は、４月段階で共有し、一年の見通しをもつ。重点単元も設定する。（学年） 

②４月から７月までに実施した単元の関連や並び替えは、夏休み中に実施する。 

６ 日程 

時 期（月） 研究活動 内 容 

４月 ２日 

４月 ４日 

 

 

 

４月下旬（予） 

個別最適な学び部会① 

研究全体会① 

 

 

 

個別最適な学び部会② 

・個別最適な学び部で研究内容及び方向性の共有 

・年間の研究内容・方向性の提案 

・チーム学年で重点単元を決定し大まかな見通しをもつ 

・１２月５日研究会に関わる組織の提案 

・研究教科アンケート 

・各学年の進捗状況の確認、一人一実践グループの提案 

（研究主任） 

５月９日 

 

５月上旬 

５月中 

 

研究全体会② 

１５：１０～１６：４０ 

個別最適な学び部会② 

生活・学習意識調査 項目の見

直し 

・中京大学大学院泰山様のご講演 

 

・指導案形式と授業参観方法の検討 

・生活・学習意識調査の学校独自の項目の見直しを行う。

（教務と連携） 

６月上旬 一人一実践開始  

７月１６日 

７月２４日 

 

 

８月２５日 

 

９月８日 

・大研授業① 

・夏季研究全体会① 

 

 

・夏季研究全体会② 

 

・大研授業② 

・中京大学大学院泰山様来校→午後、職員研修。 

・４月からの中間まとめ 

・研究会に向けた準備 

・９月大研授業指導案検討 

・研究会に向けた係提案 

・１２月研究会指導案検討① 

・日程細案については後日提案 

年間を通して 

 

 

・学びの軌跡を計画的に作成 

 

 

・重点単元の掲示物を全校で統一して貼っていく。フォー

マットをワードのデータで配信する。そこに、子どもの

写真や板書の写真を掲載する。学びの軌跡を残していく。

４週間前：学年会で授業構想検討（単元計画と本時の場面の決定） 

３週間前：学年で指導案検討（研究主任または副任を含む） 

２週間前：全体で指導案検討（実施時期は、要相談） 

１週間前：指導案発送 

前  日：全職員に指導案配付 

授業当日：授業後の協議会を全職員で実施する 

授業後 ：研究主任からお便りを配付。 

示したのは、大研授業のスケジ
ュールである。一人一実践の研究
授業は、全体での検討は行わない。
また、協議会は学年会で実施する。
学年で指導案検討をする場合は、
その学年の個別最適な学び部がリ
ードして、進める。必要に応じて研
究主任及び副任が検討に参加す
る。 
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・学習方法の紹介 

印刷は、カラーの拡大機を使用する。インクや紙などの

費用は、日本生活科総合的学習教育学会の補助金を使用

する。 

・教室掲示用に学習方法の掲示物を作成する。 

１０月末まで ・大研授業③ ・日程細案や指導案検討については後日提案 

７月中旬 県小研学習指導改善調査 ・４・５・６年生で実施・採点・分析 

７・１１月 

夏・冬 

生活・学習意識調査 

 

・新潟市の生活・学習意識調査を行い、その結果を基に各 

学年で夏期休業中・冬期休業中に学年経営戦略会議を行 

い、成果と課題、次期への方策についてまとめる。 

※学校独自の項目の見直しを図る。（５月末までに） 

２～３月 学校評価 

研究全体会 

年間の成果と課題を明らかにする。 

※研究日程の中に、研究会運営に関わる会議を位置付けていない。新年度になり、４月の段階で研究会業務 

に関わる会議や打合せの大まかな見通しを示す。 
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